
患者(n=105)

看護師
48％

院外薬局 6％

その他 1％

医師
19％

院内薬剤師10％

自治体の
廃棄ルール 0% 17％

どこからも説明・
指示なし
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上記以外のスタッフ

勤務先で説明･指導は非実施

医師(n=105)

患者(n=105)

院外処方
61％

院内処方
39％

患者(n=105)

院外処方
61％

院内処方
39％

医師(n=105)

していない
28％

している
72％

「より簡単な設計で」 「より早く」 「より安く」 お客様 簡 医師に対するインターネットQuick調査サービス

調査方法：インターネット調査 ＊クイックサーベイ
調査地域：全国
調査 ：医師（ ）

患者（インスリン注射剤使用）

有効回答：医師 105s
患者 105s

調査期間：医師 2015 12月21日 12月22日
患者 2015 12月17日 12月21日

調査主体：株式会社アンテリオ Quick Survey室

調査概要

Topics
� 患者に対する使用済みインスリン用針の廃棄方法の説明は、看護師が担当すること

が多いが、患者では「どこからも説明・指示なし」が2割弱を占めた
� 患者が用いる使用済みインスリン針の廃棄容器に いて、 ・ ・内 の

医師では「専用の廃棄容器」が最も多く挙げられたが、患者では「ペットボトル」
の 用 が く、 負担のない容器を使用している ースが多いことが示 れた

� 使用済み針の最終的な廃棄先は、医 関が 的に多いものの、患者のなかには
み に している ースも 、 な廃棄方法の が れる

Quick調査レポート「インスリン用針の廃棄に関する調査」

調査背景・目的
� インスリン注射の使用済み針 、 方法 廃棄 い 、針 のリスク る。
� 使用済み針の廃棄方法について、インスリン に する る医 （医師） 、

実際に廃棄する患者の両方から、実態を把握する。

勤務先でのインスリン用針の院内処方

調査結果

医師 インスリン用針の購入方法患者

患者への使用済み針の廃棄方法の説明医師 誰から廃棄方法の説明を受けたか患者

単一回答 単一回答

複数回答 単一回答
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本調査結果・Quick Surveyに関するお問い合わせ ant-tenquick@anterio.co.jp

Quick調査レポート
「インスリン用針の廃棄に関する調査」

勤務先での使用済み針の回収医師 使用済み針の最終的な廃棄先患者
単一回答 単一回答医師(n=105)

回収している
98％

回収していない 2％
患者(n=105)

院・ 所
89％

院外薬局 8％
家庭ごみ集積所 4％

その他 0％

患者が使用済み針の廃棄に用いる容器医師 患者
複数回答

注射針廃棄用のプラスチック容器
ペットボトル（貫通のリスクあり）
針が貫通しないプラスチック容器
空き缶・空きビン
その他プラスチック容器（貫通のリスクあり）
ビニール袋・レジ袋
牛乳パック
新聞紙などの紙
その他
全く把握していない

医師: している患者について 患者：自身について

使用済み針の廃棄費用を負担すべき対象医師 患者
単一回答

勤務先に患者配布用の廃棄容器を無償提供してくれる組織医師
複数回答

廃棄容器の無償提供は全く受けていない
血糖値測定器やインスリン・デバイスの製造・販売会社

インスリン製剤の製造・販売会社
自治体

薬剤師会
その他
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聴取なし
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*

*患者に針を


